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.日本応用心理学会「公開シンポジウム」のご案内

長寿高齢社会における「義」の探究

加藤源重さんは、平成 3年3月

に56歳で利き腕の右手を機械に巻き込まれ、

親指の付椴 lcm程を残して他の 4指をすべて失うと

いう大怪我を負い、 50年以上も使い慣れてきた右手をある

日突然に失ってしまいました。ぞれは、人生がひっくりかえるほ

どの大打懲でしたが、「このまま人生に負けたくない!J r勇気と希援

を持とう!J r前向きに生きよう!Jと必死に怠分に言い聞かせ、「明日に

肉かつて生きょう!Jと決意しました。

そして、自らの補助具の製作を開始しました。この製作活

動が今は多くの隊害にt苦しむ方々に喜ばれています。

今まで関発してきた補助具は、発明品として多くの貨の

受賞に結びつきました。「福祉工房あいちJは、その補助

具の製作を支援する妓術ボランティアの組織として、平成

12年1月 15日に発足し、今日まで加藤源重さんを中心と

して活動をしています。

「義Jとは、義援とか義侠とか正義とか大義とかの"義"であり、義眼

とか義歯とか義肢とか義足とかの"義"でもあります。わが闘が長寿

高齢・少子高齢社会へと突き進むこの 21世紀の初頭、福祉と

は何か、相互扶助とは何か.そして行きつくところ、自

助・自立・尊厳とはどういうことかを、早春の午後、

一緒に探求・探究したいと念います。
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日本応用心理学会「平成 17年度公開シンポジウム」記録

長寿高齢社会における「義」の探求

一自助の精神と自助の技術を加藤源重さんに聞く -

もうすく彼岸という， うららかな春の土日程EI(平

成 18年 3月 11日)，東京 ・高凪馬場の東京富士大

学で，午後 l時半から，日本応用心理学会の平成 17

年度の公開シンポジウムが開催された。 階段状の大

ホールは定員の 8答IJほどが埋まって いる。年齢は

40代か らヒ，男女比はほぼ半々か。一段高くなった

演台と聴衆が座る席の聞に，細長いテーフールが置か

れ，その上に，日11程大工の成果を思わせる， さまざ

まな道具のようなものが並べ られている。壇上には

一見，何の変哲もない車筒子もある。とうやら，こ

れらはすべて，今回のメイン スピーカー， i三河のエ

ジソン」と呼ばれる加藤源重氏の発明!日のようであ

る。

「三河のエジソン」はいかに誕生したか

間もなく ，本日の司会者であり， シンポジウムの

企画者でもある南隆男 ・!変隆義塾大学教授が登壇，

iH'l:年，産業 ・組織心理学会の作業部会で加藤源重

さんをお招きし， お話を伺 ったとこ ろ，深 く感じる

ものがあっ た。 1=1本が長寿高齢社会に突入した今，

加藤さんの活動は， ~tにとっても切実なテーマであ

り得る」と口火を切った。続いて， シンポンウム委

員のひとり，大橋信夫 ・日本福祉大学教綬にマ イク

が波される。大橋教授は，ゼミ や授業の現場に数度，

1J日藤氏を招き，学生たちに話をしても らっ たことか

ある。「勇気は出せ。知恵は絞れ。汗はかけ。それら

はみんな料たちの中にある。 こういうキラキラ光る

言葉が学生たちに大きな感動を与えてくれました」。

続いて， ~直上の大きなスク リー ンを通 して， NHK 

番組の録画 ビデオが流される。 加藤氏の人となりを

紹介するその内谷は以 |ごのよ うであった。

ここに，iG!旋状の柄に，直角に交わる形でクリy

プがついた フォ ークがある。 このフォ ーク，手が不

自EI:Iな人でも，簡単にスパゲテ ィが食べられるよう

に工夫されたものなのだ。スパゲテ ィの lこにフォ ー

クを立て，クリ y プを続く 上から下に押し下げる

と，自動的にフォークが巨|転し，スパゲティが巻き

つく 。こうした“ローテク"だが，よく考え抜かれ

たrfljJlJJ具を数多く発明しているのが加藤源重氏であ

る。

愛知県の三河地方に住む加藤氏は機械の部品を作

る液楼工として働いてきた。とこ ろが平成 3年 3月

29日が運命の日となる。動かない機械を直そうと

内部に手を入れた|瞬間，突然，機械が動き出し，右

手が機械の中に引き込まれた。その結果，親指のわ
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ずかな付け根を残して，手のひ らと他の 4つの指全

部を失ってしまった。

肢も不都合を感じたのは，食事中だった。箸が持

てなし、。好物の刺身が挺|めなし、。人間らしい食事が

できなし、。 しばらくして痛みが癒えた11寺，ひと筋の

光明が射した。親指の付け根にわずかに残った筋肉

を発見したのだ。 これ使えば，箸に限らず，いろい

ろな物が持てる ! それか ら来る 日も来る 日も，箸

が持てる補助具の構想をメモに書いて考えた。その

Ef:1斐あって，挺子の原理を応用した画期的なものを

考え出すことができた。それを紙に書き，早速，義

足や義手を作るメ ーカーを訪ね歩 く。

しかし，どこの会社の担当者も首を縦には振って

くれなかった。加藤さんは決心する。みんなやる気

がないのだ。自分の手で作ろう。

口でいうのは簡単だ。 しかし，利き腕の右手がな

いのである。そこから筆舌に尽くせない苦労が始ま

る。 ハンマーは右腕に縛りつけて使った。生傷がい

つもt色えなかった。

l年が経ち， ようやく器具ができあがる。事故か

ら2年が経っていた。 2本の箸:を差し込めるように

なっており，手首に皮バンドで固定させて使う。手

元に小さなフックがついており，それを親指の付け

恨で押すと，挺子の原理で‘箸が動く 。前人未到の努

力の結果，Iもう一度，右手で箸を持ち，豆腐を崩さ

ずに食べたいJという加藤氏の願いが，ょうやく

実っ たのだった。

いま加藤氏は障害者ひとりひと りに合わせた器具

をボランテ ィアで製作している。加藤さんが作り出

した道具は 60種類にも及ぶ。

道具作りを通して人の心の中を探る

ビデオが終わり，いよいよ加藤氏ご本人の ζ登壇

である。小柄な身体か ら出る，少しカン高い声での

話が始まる。平成 3年 3月 29日， 午前 9時 15分。

そのl瞬間，分数 (ふんすう)まで覚えているという。

加藤氏はそこか ら自分の第二の人生が始まっ たと

思っている。平々凡々と，漫然と過 ζ していた日常

が文字通り，一変した。56成での再出発だった。

「し、 くら眺めていて も失った指は生えて こない。

指を生やせる手術があればいいと l嘆く人がいます

が，私はそうは思わなし、。この状態で前向きに生き

ることがどれだけ楽 しし、か」。 毎晩 15分， 一生懸命

~!習して ， 左手で文字が書けるようにな っ た。 自転

車も乗れるようになっ た。何と， 鉄棒で逆上がりも

できるようになった。

補助具を作るときは， ーにもこにも観察が必要たー

という。「困った時は金の卵。困らないと(アイデア

が)浮かはなし、」。 必要は発明の母という言葉が思

い出される。 加藤氏は自分の作ったものを発lり!とは

いわない。「残った機能，動くとこ ろを最大限に生か

すにはどうしたらよ いか，まず方法を探るんです。

できないといえばできなし、。そこで終わ ってしま い

ます」。
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加藤氏に補助具の製作を依頼し， 失 った機能を

~fIîってくれるものが出来上って帰る H寺，多くの人が

自に涙を浮かべると いう。「その喜びが私の生きか

いに変わ った。 もちろん，辛い11寺もあるが， 喜びの

言葉や，うれし涙を流した姿を思い出すと，そんな

辛さも吹っ飛んで しまう」。

「普通の人は不自由さと いう意識回路が切れてい

る。 私の場合は，道具作りを頼まれる こと でその回

路がつながる。おかげで，いろ いろな人の心の中ま

で探る ことがで‘きる」。

加藤氏は出上から降り，目の前に並べられた道具

を手に，それがとうやって生まれたか，とんなl京i盟

で動く のか，嬉しそうに話をする。細々とした説明

ぶり と， Iああ，そんな原理でできているのかJとい

う意外感か らか，会場から時々 ， 笑いもこぼれた。

こうやってできている補助具の実際

加藤氏が説明した補助具の-WIJを紹介したし、。

「水平維持スプーン」…・・・通常のスプー ンと異な

り，食べ物をのせる橋円状の部分と援りのつなく箇

所が回転する。スプーン上の食べ物がいつでも水平

状態を保つ。手の力が弱く手首を返せない，つまり

通常のスプーンを使うと，i卜なとがこほれてしまう

人のために開発された。

「多機能食器台」……盆の真ん中に立った支料に，

大きさ の異なる 3つのホルダーが取り付けられ，そ

れぞれ食器が置けるようにな っている。それぞれの

ホルターは，口で食器の端を押せば食2誌が傾き，向!l

せは自動で元の水平位置に戻るようになっている。

これで， 手の不自由な人が，食器に口元をつけ，闘

を下げて食事をすることができる。盆自体 も360度

回転するので，介助人の手を煩わせることな く，食

べたいものを食べたいと きに食べることができる。

「あかんべー (目薬補助具)J……手の上下運動が

不自由な人が，ひとりで目薬を注すためのハサミ状

の道具。 先端に目薬谷器を置く部分があり，下まぶ

たを先端部分で下げ，必要なだけハサミを絞れば，

簡単に目薬を注すことができる。

「片手用爪切りJ・・・…細長い板の上に，シ ャモジ状

の板が取り付けられ，その下に小さな爪切りが埋め

込まれている。挺子の原浬を応用し， j霊力の弱った

人が，指の位置を変えなくても片手で爪を切れる道

具である。ご丁寧な ことに，爪を切る指を拡大 して

見られるよう，ルーペまでついている。

「片手間洗濯パサミ 」…一 一度開くと，そのままの

状態を保つ。 洗/程パサミを開く →洗濯した衣IIr~ を侠

む→洗滋ノミサミを閉じる，とい う一連の作業が片手
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で行える。市販品を改造したものである。

「パ y ク防止 ・段差越え機能っき ]I[楠子」 …ー坂

道などでZ事情子が利用者の意志に反して後進してし

まうことがあり，大変危険である。それを防止する

ために，戻ろうとする車輸を押し ととめるス卜 y

マーをつけた。段差越え機能とは，車椅子の前輪の

lu]にア ームを取り付けることで実現した。段差に差

しかかると，前輪よ りも先にア ームが段差の上に乗

る。 前輸がつかえることなく，段差をスム ーズに乗

り越えることができる。

「この車精子を考案したことで，“まるで羽が生え

たようにどこへも行ける"と，大変喜んでもらった。

辛いことはなし、。人に喜んでもらえる，あてにされ

るのは，ほんとうに嬉しLリという言葉で，加藤さ

んの話が締めくくられた。

この後， しばらく休み時間と なったが， 聴衆の興

味関心はやはり展示された自Jl)J具の数々に集まっ

た。手にとって，あるいは実際に装着し.Iほう」と

いう感嘆の声が上がる。加藤さんも聞に入り，いろ

いろな質問にひとつひとつ丁寧に答えていた。福祉

胞設で介護を担当しているという中年女性が「これ

はどこで購入できますか ?Jと熱心に問いかけてい

た。

他者への思いやりが補助具に結実

休み時間が終了し，加藤さんの話を受け，山田雄

一 ・明治大学名誉教授が登壇する。山田教授によれ

ば，アメリカ の社会心理学者ニューマンは，人聞が

ある問題に直面した時，問題自体の解決に積極的に

立ち向かう方法と，その問題を日、ぃ ・慈し、」の二

分法でとらえるという 2種の対処法がある，と唱え

た。加藤氏の場合はもちろん前者である。11手の欠

婦とい う大問題を，補助具の自力開発というJf-.;で解

決したのだから。 しかも，それに止まらず，同じよ

うな四肢が不自由な人向けに，ボランティアで開発

を行っている。加藤さんの補助具は“自助具"であ

り，“他助具"でもある。

手足の不自由な人が使う具には，義足，義手なと，

「義」という漢字が冠せられる。この 「義」の意味を

政書:で引くと，“実物と縁はないが， 実物の問をなす

もの"といった説明がある。「義」を分解すると，上

が意味を表わす 「羊J.下が音を表わす 「我」となる。

「羊」 の下に 「大」をおくと「美」 に. IーJI口」 な

どを置 くと. I善Jになる。

I~義』 という文字ひとつで， 真善美を表わすも の

字なのです」。今から約 400年前を生きた沢庵陣師

は，人聞が生きる上で大切にすべきものとして，

義 ・命 ・欲の 3つを， その順番で挙げた。「沢隆禅

師は，真善美としての 『義』は 「忠恕』に通じると

も言っています。忠恕とは. ~まごころと思 L、やり 』

のこと。加藤さんの自助具こそ，自分と同じような

苦難を背負う他者への思いやりが結実 したものでは

ないでしょうか」。

自分のできることを無理なくやっていく

加藤氏の現在の活動基盤は NPO法人.I福祉工房

あいちJである。補助具の製作を支援する技術ボラ

ンティア組織で，その事務局長をつとめる中田寿広
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Process of production 

自助具ができるまで
o • • • e 0 .・.. . 

M五) _)J;ふ3
、~ ，<'ふK ，

A check 01 the clien↑'s request いづA \'i.\~ぬ

・依頼内容の確認 rて \ :ケ~

A円 arrangemen↑olame巴tingschedule 

・日程の調整

Firstly we accept 0 clienl's offer bγIhe telephone or moil 

まず電話やメ ールで相談を受けます。

When we decide Ihe product plan 
we Ihink it with the clienl 

製作の方針を決めるときは、依頼者と
ともにじっくり考えていきます。

-依頼者の状況を把握

The hearing 01 the client's desire 

・要望の確認

A client's smile supports us 

依頼者の笑顔が

私たちを支えています。

We kindly and heartily exploin how 10 use 0 device 

分かりやすく 、心を込めて説明します。

四・臨園田鏑...... 晒園田園田

イラス ト 中川 英夫

〈当日配布資料 1: 自助具のできるまで〉
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Some products 

自助具のかずかず

•••••••••• 
加藤源重が製作する自助具は、障碍をもつひとの視点で工夫されているので、

健常者がつい見逃してしまう部分まで、細やかな配慮がゆき届いています。

spinning lork 
くるくるプオーク. . . . . . . . . . .. . 

鑑り部分を下ろすことで、

アオーク本体が回りパスタ

を巻きつけます。
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 • 
腕が上がらなくても、楽に

スプーンを口に運べます.

balanced spoon 
平行維持スプーン. . . . . . . . . . . . . 

常にスプーンを平行に保て

るため、こぼさず食事がで

きます。

chopsticks holder 1 
お箸ラクラクはさめーる.••.......... 
握力が弱くても、楽に箸が

f'l!えます。

(商品化されています)

打1ultipl口↑eholder fi6 
多機能食器台 司. . . . . . . . . . . . . 

食器を口元の高さに調節でき、

腕が上がらなくても食事が

できます.

bowl clip 
とってもいい.. . . . . .. . . . . . 

眼力が弱かったり、指が動

かなくても、茶碗が持てます.

one hand cutting boロrd
片手周まな板............. 

片手でも、安全に包丁が使

えます。

towel wringer 
タオルしぼり告書

作でそノを悶定できます.

one hand shampo。
らくらくシャンプー. . . . .. . .. . .. . 

片手だけでも、シャンプー

が使えます。

magic h口nd
l挺法の手

S↑口nding口id
立ち上がり補助. . . . . . .. . . . .. 

レバーで盤面を起こして、

楽に立ち上がれます。

thoo↑hp?ste.roller r26 
チュープシボレー. .. . . . . .. . . . . 

片手だけでチュープをしぼり、

樹隠き粉をつけられます.

one hand clothespin 

片手用洗濯パサミ.... . . . ... . . . 
口が聞いた状轡を保てるので、

片手でも、洗濯物が干せます。

eye washer 
あかんべー

specs hook 
メガネかけ手ー. . . .. . . . . . . . . 

腕が上がらなくても、メガ

ネをかけられます。
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1

ヵ
・

m
ド

-

A
M

ン
・

も
l

円・

問

μ

・

0

ワ
・
片手でも、トイレットペーパー

をカットできます.

finger nail clipper 
片手用爪切り(手爪用). .. . . .. . . . . . . 

切りたい方の手だけで、爪が

切れます。

• • げ

・

1

)

 

P
周

-

P
爪
・

C
「丑

-

H

(
.
 

0

h

ソ・

n
引

υ

・

沼

m
-

c
l
 

ゐ-

-
• • 

l口P口nese↑oilelslick 
和式トイレ補助用杖. . . . . . . . . . . . . 

和式トイレで、身体をしっ

かり支えます。

s↑口bleslick 
Z足式T字型杖

•• • • • • • • • • • •• 
市に一方の杖が地面に侵する

ので、安定して歩けます。

co打、blor rheumalic 

福祉工房あいち・hllp:1I酬州13.ocn.ne.jpl句 kobooich・TeI.0564.82-4004・koubouoich骨yocht.ocn.ne.jp

〈当日配布資料 2: 自助具のかずかず〉
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氏の話へと移った。

中田氏は大学で機械工学を学び，民間会社で品質

管盟の業務に携わっていた。たまたま自社が株式公

開し，持っていた株が値上がりしたため，それを売

却して自ら起業するが 4年後にあえなく倒産。失

意の日々を過ごし人間不信にも陥っていた II~Ï'，た

またま加藤氏を紹介した 『父ちゃんはエジソン』と

いうテレビ番組をf似た。「家計は奥さんのノfー 卜で

11有い，わすかな年金を費やし，補助具を作っている

加藤さんを知って， r本当にこんな人がいるのか !J

と疑問に思い， !i(iiかめに会いに行ったのです」。

はじめは 2，3日のつもりだった逗留がいつしか

長引き，結局， 1!f~給の押しかけ弟子になっていた。

「お前は何者で，何のためにここにやってきた ?jと

いう当然の質問を加藤氏は決して中回氏に投げかけ

なかった。それから 3年が経つ。fT自分のできるこ

とを無理なくやっていくのが一番。必ず何とかなる

ものだ』と いう教えが一番心に残って います」と中

田さんは語る。

加藤さんの一番のエネルギー は，補助具を作った

人が見せる限りない笑顔だ。壇上のスクリーンに，

何人分もの，笑顔の瞬間の写真が投影された。年齢

は5歳から 78歳，大学の講師，釣具自の自主，作

家，会社経富者，子供，背年，老人主婦……補助

具の製作を依頼した動機も，I鉄棒をしたいj，Iテニ

スをしたいj，I釣竿を握り たいj，I自分で上着を着

たいj，Iコルフをやりた いj，Iノfラリンピック のラ

山重・
山源
・

藤
・

加・
193:.勾引12511 愛知鮎湖崎市生まれ.1:1附H創作の'"，

1止I:bJあい ら』 代'11..二III火学非常勤鍋Mi.その他引附

'"大学、:U'内抜大学令ど多政の大学 1/.Ild聞係問何 '" 

来研修"ど勾問f}<10件の綿泌，.紛がある.持i町に ''''程?を

<，り結え克明人笠 'mの千J I~ 延，(太陽快)， r rll!jへの削

助u，J(本の俗l.rro似合凝り也え発明人生，(的栄1.'
Mのエジソン， (俊成)がある.料学校側nn賓 何軒Ii'j~ 

H奨助官 製久湖沼思念rr々と他 54のrr.受宵

曲;(鼠さんは、幼少より鍛治屈として股機nを製作

する文の背中を見て育ちました . その ~j静か中学卒

業後すくに旋鍛や溶接伎1帽を習得し、やがて|岡崎市

円助n第 ]i1が完成して出UHさんがωたIJ定:とは、

r絶対にあきらめないで何度でも挑戦することJo1ど

の後.似mさんは附仰をもつひとのために多くの自

助J!を卸円していますe一人ひとりの'l!!盟を大切に L

以後まで あき らめないそのJU';な去は、わたしたち

に不問のあ'iPI'とひとへの思¥，やりがいかに大切か

(;:教えて〈れます。

福祉工房あいち
• • • • • • • • • • 

制t!l工房あいちは 200011'け干源'[(さんの自宅

の紡~'l会社に機械股備但当として就職します。 出u日 間にある 11'草場を惚点に、約50名の伎I~ ，ずランティ

さんのその後の人生を大吉〈変えることになる j，m アグループとして発足しました。工房ができたのは、

放が起こったのは、 1991<1'!/i、 56歳のときでした.0 諒皿さんの活動がマスコミに取り上げられたこと

市中に慌械に右手を巻き込まれ、大けがを1，ってしまっ で全国からたくさんのtl文が人るようになり 、一人

たのです. では 1分に対応できなくな ったからです.

耐院では右手をすべて切l析すると 2われ ました. 自即'mは使うひと、一人ひとりに合った使い勝手

こうしたけがの場合は、手目以下を切断するのがi血 のよいものでなければなりません。防仰の程度はそ

例であったよ うです.しかしそのとき制服さんは、わ れこ そ千差万別です 。mぇ続ける ~t 日lに答え依頼

ずかでも残っていれば、その部分で何かできるはず

だと、考λました.そして、ねばり強〈医師に頼み、4

本の指と手のひらの大半を失ったものの、親指のっ

け般lセンチほどを践すことができました.

'11故後の生活で「右手で帯を使って食事をしたい.J

という星野がありました.しかし、指のない乎で薪を使

うという発想にはだれも見向きもしてくれません。

慣れない左手で図面をおこしメ カ に製作を依

頼しても、返ってくるのはいつも r不可能Jという答

えだけでした。それなら自分で作るしかない。これが

自助品別作の きっかけとなりました。それからは、失

敗のl!.l!続だったそうです.試行錯誤のすえに、ょうや

く不可能が可能になりました。

者から十分なヒアリングをするためには、人手が必

要でした.地元紙で「アイデアと枝術を貸してくださ

い」と呼びかけ制祉工房あいちがスタートしました.

!J!まった"'，，::1は大工、溶接や錠位の技術者など定

ljo.j，且臓をした60代のひとたちが中心でした.自宅に

工nや機械をもっているひともいますから、それぞ

れの知識と技術を'1かし、制作をしています。

工房が大切にしていることは何より依頼者との

コミュニケーンヨンです。工房に足をill!んでもらい

依頼者の状況を般犯し制粧を縦り返すニとで、品以

の自助具を製11してゆくのです0*敢に防仰に立ち

向かうひとたちをわたしたちは「生活挑戦者Jと呼

びこれからも応援していきます。

福
祉
工
房

¥'Vclfare 
Alclicr 
Aict1i 

あ
い
ち

u
 

払
源
重
W剖 cometo Welfore Afeller Alchl 

ょうこそ、「首ii1d工房あいち」へ。

〈当日配布資料 3: 福祉工房あいち〉
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イフル部門に出i易したい」なと，さまざまだ。「その

笑顔の奥に何があるのか，加藤さんはわかっていま

サ。私も早くわかるようになりたし、」。

加藤さんの活動を特殊な美談にするな

最後に， このシンポジウム の企画担当者のひと

り，岸田孝弥 ・高崎経済大学教授がコメン卜に立っ

た。岸田教授は 「仕事の安全」 を研究テ ーマにして

いる。日本では，安全li在保や事故防止の重要性につ

いては声高に日1.1ばれるけど，不幸にも事故に遵って

しまった人たちに対して何ができるか， ということ

は逆にないがしろにされてきた。事故分析は経済産

業省，福祉器具は厚生労働省，福祉教育は文部科学

省と，縦割り行政の弊害も大きい。

そういう人たちに向けた道具があったとしても，

高刷で高機能で，とても庶民の手に届かなし、。その

意味で， ちょっ とした工夫で作られた加藤さんの補

助具はとても貴重な存在である。

ノルウェ ーなどの北昭諸国では，高齢者向けの補

助具がたくさん開発され，使われている。 日本で も

ユニバーサルデザ インという考え方が普及 しつつあ

るが，世界のi趨勢から見ればまだまだ遅れている。

この加藤さんの試みを決して特殊な美談で終わ らせ

たくない。「全国とこでも，同じようなサー ビスが受

けられるようパ y クア yプしていきたし、。これこそ

机上の学問に終わらない，笑学としての務めだと思

う。聴衆の皆さんも，こう した成功事例の存在を|立

の(1コにどんどん広めて欲しい」と熱し、口調で締めく

くっ た。

3時間強にわたったシンポジウムも以上をもって

終了した。その後， 加藤氏が考案し，商品化にまで

こぎつけたいくつかの商品と関連書籍が販売され

た。商品を買おうと輸を作る人たち，身支度し出口

に向かう人たち，久闘を叙サ人たちなどでホ ール内

がごった返すなか，黙々と補助具を箱詰めする三河

のエシソンの姿が目に入った。

HI1造 l 本公開シンポジウムは，産業 ・組織心lTI1学会の後援を得て開催されました。産業 ・組織心理学会作業部門に

おける，加藤源重氏をお迎えしての「研究会J(平成 17年 12月 10日)の概略は，I百l学会ニュ ーズレタ ー CrJAIOP

ニュース』第 38 号)と同学会機関誌 0['産業 ' Hl~心理学研究所』第 1 9 巻第 2 号)に報告されています。

mh自2・ この記録記事は，当該公開ゾンポジウムに参加lされていた荻野進介氏(インデペンデント ・ライタ )の ζ

厚意により企画委員の|十J 隆明へと手渡された“見聞記"の ζ草稿にもとづき作成されました。同氏の“熱いボラ

ンティアー精神"に深く感謝Elolしあげる次第です。
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今
回
は
会
社
口
の
木
之
下

由
民
さ
ん
(
仮
名
、
必
)
と

大
学
生
の
守
谷
容
織
さ
ん

(問
、
引
)
が
日
本
経
済
新

聞
社
を
訪
ね
、
産
業
部
の
水

野
裕
司
編
保
安
白
か
ら
ロ
ボ

ッ
ト
産
撲
の
状
況
や
限
閣
に

つ
い
て
揺
を
聞
い
た
。
「
こ

ん
な
こ
と
が
で
き
る
ロ
ボ
ッ

ト
が
欲
し
い
わ
」
。
二
人
は

メ
ー
カ
ー
へ
の
張
型
も
交
え

活
発
に
質
削
を
し
た
。

ロ
ポ
シ
ト
の
利
用
は
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
ま
す
か
。

嗣
圃
川
閣
凶

「
い
ま
笑
同
化
さ
れ
て
い

る
ロ
ボ
y
ト
は
、
自
動
車
工

協
で
熔
接
を
す
る
な
ど
、
危

険
を
伴
A
J
開
業
を
し
て
く
れ

る
産
採
用
ロ
ボ
y
ト
が
中
心

で
す
。
し
か
し
段
近
は
問
削
除

を
手
伝
っ
た
り
、
ベ
ッ
ト
代

わ
り
に
な
っ
た
り
す
る
家
庭

用
ロ
ボ
y
卜
や
、
侵
入
者
を

見
張
る
ガ
ー
ド
マ
ン
の
よ
う

な
機
能
を
持
つ
サ
ー
ビ
ス
ロ

ボ
Y
ト
の
登
扇
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
二
O
O五
年
の
愛

~1~1戊 17 年度 11 本L亡、 )IJ 心Jli!学会公I)/J'/ ンポンウム

知
万
開

(愛
・
地
球
時
)
で

も
、
い
く
つ
か
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
」

編
集
蚤
訂
は
具
体
例
の
紹

介
を
始
め
た
。

ad
院
議

「三
菱
盤
工
業
が
開
発
し

お

た
『
w
a
K
a
m
a
r
u
(ワ

一切

力
マ
ル
)
』
は
身
長
約
一

M

一一一
…

で
、
家
朕
十
人
ま
で
の
聖
蹴

撒
別
し
、
簡
単
な
会
話
事
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犠

打
し
ま
す
。
熊
紛
で
イ
ン
タ

内
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l
ネ
y
ト
に
悼
世
間
肌し、

天
気

や
ニ
ュ
ー
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な
ど
乏
伝
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ま

す。

N
E
Cは
子
供
の
遊
び

相
手
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

『
p

a
p
e
R
O
(パ
ベ
ロ
)
』

を
而
開
発
し
ま
し
た
。
身
長
は

四
OJhv弱
で
、
複
数
の
子
供

の
闘
を
聞
き
分
け
て
質
同
に

答
え
た
り
、
一
緒
に
歌
っ
た

り
で
き
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
の

目
が
力
メ
ラ
と
な
り
、
外
出

中
の
親
が
側
帯
電
話
の
回
面

で
子
供
の
安
全
を
限
惚
す
る

こ
と
も
向
能
で
す
」

お
茶
を
運
ぶ
こ
と
は
で
き

h

木
之
下
自
費
さ
ん
久
し
ぶ
り
の
二
度

λ
川川
H
4

自
の
帥
閣
旅
行
に
近
く
出
発
す
る
。

2
1

U

嗣
仏
下

回
は
ソ
ウ
ル
で
師
国
制
限
を
楽
し
み
た

4
1

い
」
と
臨
す
。
目
躍
。

l
a、
守

谷

苦
摘
さ
ん

二
月
か一
り
オ
l
ス
ト

、
冷
r
ジ

ラ
リ
ア
の
大
学
に
開
平
す
る
。
「
関
境
と

勿
杭
年
¥

U
会」

を
テ
l
マ
に
+
カ
月
程
度
、
勉
窃

4
ー

す

る

圭

定

。
引
歳
。
(
い
ず
れ
も
仮
名
)

一
一
ッ
キ
ィ

(N
I
K
K
E
艇
問
に
わ
か
り
や
す
く
答
え

Y
)
と
は
応
近
日
棋
を
脱
る
の
が
「
ニ
ッ
キ
ィ
の
大
政

み
胎
め
た
主
性
の
控
祢
で
問
」
で
す
。
路
間
の
あ
る
万

す
。
続
開
通
を
自
治
す
主
性

は
電
子
メ
ー
ル
で

2
2
E

脱
布
告
瓜
京

・大
手
間
の
日

@
z
x
ヨ
E
g
B
弓ー
ま
で

料
本
討
に
同
組
切
さ
、
そ
の
お
市
せ
く
だ
さ
い
。

な
い
の
か
し
ら
。

木
之
下
さ
ん
が
尋
ね
た
。

「そ
う
し
た
憾
能
が
凪
近

加
わ
っ
た
の
が
、
ホ
ン
ダ
が

開
発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

『
A
S

I
M
O
(ア
シ
モ
)
』
で
す
。

ア
シ
モ
は
下
部
が
台
状
に
な

っ
て
い
る
ワ
カ
マ
ル
や
パ
ベ

ロ
と
形
や
目
指
す
方
向
が
奥

な
り
、
両
手
に
加
え
て
二
本

の
足
を
備
え
、
人
間
そ
っ
く

り
に
歩
い
た
り
走
っ
た
り
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
こ
う
し

た
タ
イ
プ
の
ロ
ボ
γ
ト
で
は

肢
先
端
の
も
の
で
す
」

「実
は
ワ
カ
マ
ル
は

O
五

年
九
月
、
東
京
二
十
三
区
内

に
住
む
人
を
対
象
に
期
間
限

デザイン部安瀬智彰

新製品の動き細かく

しポくのの日 ~
てツ、動新本 竜内相

与L室主器禁 6司
九時開醤|
ンか lだ機ロ a言語
ダくピけ能ボ 屯~
の報スで強ッ 1 

定
で
百
五
十
七
万
五
平
円
で

売
り
出
さ
れ
ま
し
た
」

だ
れ
が
脆
う
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で
し
ょ
う

合
M嗣

間
州
問
阿
国

守持甘
さ
ん
は
売
犯
行
き
に

腕
聞
を
投
げ
か
け
た
。

「悩
段
は
商
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
ア
シ
モ
に
つ
い

て
は
販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
貸
し
出
し
は
し
て
い
ま

す
。
一
日
の
貸
出
料
は
用
途

に
も
よ
り
ま
す
が
、

二
百
万

円
が
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ド
に
な
っ
て
い
ま

す
。
間
段
の
ほ
か
、
消
費
者

が
盟
む
使
い
方
が
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き
る
か

ど
う
か
が
普
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の
大
き
な
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ト
で
す
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三
袈
箆
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ワ
カ
マ
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と
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ポ
y
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Q
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付
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す
る
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が
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」
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士
通
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、
シ
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ン
タ
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や
空
港
で
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フ
ロ
ア

ア
シ
モ
に
お
茶
な
ど
の
飲
み

物
を
迎
ぷ
機
能
が
加
わ
っ
た

こ
と
は
、
昨
年
十
二
月
十
四

日
付
朝
刊
で
紹
介
。

三
型
車

工
繋
が
開
発
し
た
ワ
力
7
ル

の
公
開
や
販
売
の
助
き
も
随

時
、
報
じ
て
き
ま
し
た
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
フ
ロ
ア
案
内
を
す
る
詰
士

通
子
会
社
の

ロ
ボ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、

十
二
月
二
日

付
削
刊
で
、

イ
オ
ン
が
庖

舗
に
試
験
導

入
し
た
こ
と

宇
恒
え
ま
し

た
。

案
内
を
し
た
り
す
る
ロ
ポ
y

卜
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売
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出
し
ま
し
た
。
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
を
除
い
て
一
台

約
六
百
万
円
か
ら
で
す
」

値
段
を
聞
い
た
安
之
下
さ

ん
が
指
摘
す
る
。

二
年
以
上
、
使
え
る
な
ら

人
件
費
よ
り
安
い
の
で
は
。

「そ
う
で
す
ね
。
企
業
向

け
に
は
適
当
な
値
段
の
ロ
ボ

ッ
ト
も
出
て
き
ま
し
た
。
家

庭
用
に
つ
い
て
は
消
費
者
の

ニ
l
ズ
を
見
極
め
、
機
能
を

絞
っ
て
値
段
を
下
げ
る
こ
と

が
普
及
の
近
道
で
し
ょ
う
」

ロ
ポ
コ
ト
は
日
本
が
綬
争

に
勝
て
る
分
野
の
一
つ
な
の

で
す
か
。

風
間
間
幽

「産
採
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
代

設
で
、
溶
緩
や
塗
装
に
使
う

多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
フ
ァ

ナ
y
夕
、
安
川
電
峨
、
川
崎

m工
撲
の
日
本
メ
力
l
三

社
で
世
界
シ
ェ
ア
(
市
崩
占

有
率
)
の
五
割
を
極
っ
て
い

ま
す
。
ロ
ポ
y
ト
は
勉
気
や

機
械
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な

ど
技
術
の
抑
合
体
で
す
。
日

本
は
複
数
の
技
術
を
コ
ン
パ

ク
ト
に
統
合
す
る
の
が
得
窓

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」

「日
本
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

園
内
、
輸
出
向
け
合
計
の
ロ

ボ
y
ト
全
体
の
出
荷
額
は
産

柴
周
を
中
心
に
、
だ
い
た
い

年
間
五
干
偲
円
前
後
で
舵
移

し
て
き
ま
し
た
。
日
本
ロ
ボ

ッ
ト
工
業
会
は
こ
の
出
荷
額

が
二
O
一
O
年
に
六
倍
の
約

三
兆
円
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。
期
待
を
含
ん
だ
数

字
で
す
が
、
家
庭
用
や
サ
ー

ビ
ス
ロ
ポ
ッ
ト
の
利
用
が
広

が
り
、
出
荷
額
が
大
き
く
伸

び
る
と
み
て
い
る
の
で
す
」

《エコノ Qの解答》

日剖1)①Wi品テレビ。2004年の 減

J吊テレビの世界市上品組版は的 BOO7'i
台。也界11;;~は電子附報段間産業協
会の拡pによる

日山2)④中図。中国の刑制庄策部
によると、 2004年の世界の販売 台融
は i偲3300方台。 このう ち中国型選J吊
は7200万台以上になるという
(lMI 3)③ 2011年。 2006年末までに

順次、 政送が開始される予定
日制 4) ④ 212兆円。党自慢や政送

般的などのf同盟によるもので、 2000

年からJO草 川lで数十兆内、 山辺1陸宮、

への波及効WD古めると 212兆 円と
見込まれている
日制5)②伊害保温刷。離脱惚対策

として。設問された受悌摘は41台

人間型、技術の先導役に6~r4、1=11~

人
と
同
じ
よ
う
に
動
く
人
間
型
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
で
日
本
は
世
界
の
鼠

先
端
室
甘
く
。
O
五
年
じ
月
に
大
阪

市
で
聞
か
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
国
際
綬

技
大
会
で
は
二
足
楚
百
ボ
が
サ
ッ

カ
ー
を
競
う
部
門
で
、
大
阪
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
の
チ
l
ム
が
ニ
辿

簡
を
而
慌
た
し
た
。
日
本
は
江
戸
時
代

に
か
ら
く
り
人
形
が
生
ま
れ
、
伝
統

が
息
づ
い
て
い
る
と
の
説
も
あ
る
。

人
間
型
は
ま
だ
用
途
が
不
明
畷
と

の
声
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
た
め
人

に
似
せ
た
厄
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

実
用

監
視
の
ロ
ポ
Y
ト
開
発
が
広
が
っ
て

い
る
。

N
E
Cは
「パ
ベ
ロ
」
を
照

明
、
家
電
製
品
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

結
び
、
家
を
空
け
る
際
、
つ
け
っ
放

し
の
電
気
が
あ
る
と
曹
告
す
る
な
ど

の
姿
を
惜
い
て
い
る
。
情
報
機
儲
と

し
て
の
進
化
が
家
庭
用
ロ
ボ
ッ
ト
開

発
の
一
つ
の
方
向
と
み
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
人
間
製
ロ
ボ
ッ
ト
の
窓

齢
制
が
滑
れ
た
わ
げ
で
は
な
い
。

「複

雑
な
動
き
を
し
、
周
り
の
織
子
の
認

織
も
高
度
な
力
が
求
め
ら
れ
る
人
間

型
は
開
発
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
技

術
が
鍛
え
ら
れ
る
」
と
千
葉
工
業
大

学
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
の
古
田
此
之
所
長
は
揺
す
。

家
同
国
間
ロ
ポ
y
卜
も
人
間
型
で
倍

っ
F浅
術
を
保
り
入
れ
る
こ
と
で
性

能
を
上
げ
や
す
く
な
る
。

「鉄
腕
ア

ト
ム
」
を
通
い
求
め
る
技
術
者
た
ち

の
存
在
感
は
今
後
も
高
ま
り
そ
う

だ
。

(

嗣
鍛
蚕
白
水
野
裕
司
)

日本経済新聞 (平成 18年 l月4日))〈当日配布資料金
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脳
卒
中
で
半
身
が
ま
ひ
し
た

人
の
リ
ハ
ビ
リ
を
支
援
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
ス
1
ツ
の
試
作
総
H
写

真

H
を
、
松
下
電
器
産
業
の
子

会
社
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ン
ク
」

(
京
都
府
精
華
町
)
と
大
阪

大
、
神
戸
学
院
大
な
ど
の
研
究

チ
1
ム
が
完
成
さ
せ
た
。
正
常

に
動
く
側
の
腕
や
手
首
を
曲
げ

伸
ば
し
す
る
と
、
そ
の
動
き
を

セ
ン
サ
ー
が
察
知
し
、
ま
ひ
の

あ
る
側
の
腕
も
同
じ
よ
う
に
動

か
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
動

作
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
横
能

の
回
復
を
は
か
る
。
近
く
医
療

機
関
で
の
実
証
詰
験
を
始
め
、

四
年
春
の
商
品
侶
を
め
ざ
す
。

着
あ
リ
ハ
ビ
リ
ロ
ポ

メ
ッ
シ
ュ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
も
と
に
圧
縮
空
気
が
送
り
開
発
を
進
め
て
い
た
ロ
ボ
ツ
戸
市
)
が
中
心
と
な
っ
て
進

タ
イ
プ
の
「
着
る
ロ
ボ
ツ
込
ま
れ
、
ま
ひ
の
あ
る
側
の
ト
ス
I
ツ
に
リ
ハ
ビ
リ
関
係
め
、
兵
庫
県
立
総
合
リ
ハ
ピ

ト
」
で
、
腕
の
部
分
に
筋
肉
腕
に
取
り
付
け
ら
れ
た
8
本
の
専
門
家
が
注
目
し
、
昨
年
リ
テ
l
シ
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー

の
動
き
を
と
ら
え
る
四
つ
の
の
ゴ
ム
製
の
人
工
筋
肉
が
仰
夏
か
ら
開
発
を
進
め
て
き

(岡
市
)
な
ど
の
医
師
櫛
閲

圧
力
セ
ン
サ
ー
が
あ
る
。
健
緒
。
健
康
な
腕
と
同
じ
よ
う
た
。

が
協
力
す
る
。
ま
ず
年
内

康
な
側
の
腕
を
曲
げ
伸
ば
し
に
動
く
。
実
韮
設
は
、
自
問
団
法
人
に
、
理
学
療
法
士
ら
リ
ハ
ビ

す
る
と
、
こ
の
運
動
デ
ー
タ
ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ン
ク
社
が
新
産
業
創
造
研
究
櫛
構
(
神
リ
の
専
門
家
に
装
着
し
て
も

|曲げ伸ばし→圧縮空気→まひ側動く|
松下子会社など脳卒中むけに試作

ら
い
、
安
全
性
な
ど
を
検

討
。
来
年
1
月
か
ら
は
軽
度

の
脳
卒
中
患
者
に
も
参
加
し

て
も
ら
い
、

巌
終
的
に
は
複

数
の
医
療
機
関
で

m
i数
十

人
の
患
者
が
使
っ
て
効
果
や

改
善
点
な
ど
を
詰
め
る
。

装
着
部
の
彊
さ
は
約
2
・

5
Jだ
が
、
さ
ら
に
軽
量
他

を
図
り
、

l
台
お
万
円
程
度

で
販
売
す
る
予
定
。
暗
闇
在
需

要
は
、
圏
内
だ
け
で
約
叩
万

人
と
推
計
し
て
い
る
。

岡
地
叫
構
は
断
卒
中
患
者
ら

の
歩
行
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
も
進
め
て
お
り
、

今
年
度
か
ら
の
3
年
間
に
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
建
築
技
術
総

合
開
発
滋
構

(
N
E
D
O
)

か
ら
計
約
3
億
円
の
開
発
補

助
金
が
出
る
見
込
み
だ
。

研
究
チ
1
ム
の
中
川
昭
夫

・
神
戸
学
院
大
教
疫
(
作
業

療
法
学
)
は
「
こ
の
ロ
ボ
ッ

ト
が
普
及
す
れ
ば
、
在
宅
患

者
の
リ
ハ
ビ
リ
を
長
期
間
支

え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
」

と
期
待
し
て
い
る
。

(山
本
智
之
)

日本経済新聞 (平成 17年 10月16日))

「
義
肢
装
具
士
」

大
学
で
資
格
取
得

北
海
道
工
大
が
学
科
開
設

北
海
道
工
業
大
(
札
幌
市
)

は
二

O
O六
年
度
か
ら
、
ギ

プ
ス
や
義
足
な
ど
、
け
が
を

負
っ
た
人
や
障
害
者
、
高
齢

者
ら
の
動
作
を
助
け
る
用
具

を
製
作
す
る
「
義
肢
装
具
士
」

の
国
家
試
験
受
験
資
格
が
得

ら
れ
る
学
制
を
開
設
す
る
。

大
学
で
こ
う
し
た
資
格
が

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

は
全
国
で
初
め
て
。
大
学
側

は

「高
度
な
研
究
を
進
め
る

場
と
し
て
い
き
た
い
」
と
意

欲
的
だ
。
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